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人　口	19,695 人 [713] (－47 [－39])
　男	 9,908 人 [272] (－22 [－14])
　女	 9,787 人 [441] (－25 [－25])
世帯数	 8,400 戸 [372] (－15 [－30])

※内、[　] は外国人数
※平成 24 年 7 月 9 日

から人口・世帯数は
外国人住民を含んだ数

まちの動き 4 月 1日現在（前月比）

青空と緑と産業の町

５月号
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　入学おめでとう！



　平成 29 年度の一般会計の歳入は、全体の約 60％を町税（町
民税・固定資産税等）が占めており、昨年度に比べて 2.1％
増となっています。
　本年度も継続事業である町道 30 号線道路新設事業や増加
傾向にある社会保障関連経費、公共施設の老朽化対策に対応
するため、地方債の発行や基金の取り崩しなどで財源を確保
しています。

　平成 29 年度の一般会計の歳出は、福祉・保育所関係の民
生費と、道路事業（町道の維持、町道 30 号線道路新設事業費）
や、橋梁の長寿命化計画に基づく点検及び修繕工事費、公共
下水道整備のための下水道事業特別会計への繰出金等の土木
費が多くを占めています。

年 度
科 目

平成29年度 平成28年度 増減率
（％）予算額 構成比

（%） 予算額

民 生 費 28億1169万3千円 40.0 26億4676万9千円 6.2

総 務 費 8億8941万5千円 12.7 10億4459万6千円 △ 14.9

土 木 費 8億8352万1千円 12.6 9億   427万8千円 △ 2.3

教 育 費 8億5578万1千円 12.2 8億6158万8千円 △ 0.7

公 債 費 5億5339万9千円 7.9 5億5669万1千円 △ 0.6

衛 生 費 5億1422万7千円 7.3 4億9407万2千円 4.1

消 防 費 2億9662万1千円 4.2 2億5536万9千円 16.2

議 会 費 1億  406万9千円 1.5 1億  136万0千円 2.7

農林水産業費 8435万4千円 1.2 7859万9千円 7.3

そ の 他 2992万0千円 0.4 2967万8千円 0.8

歳 出 合 計 70億2300万0千円 100.0 69億7300万0千円 0.7

民生費
28億1169万3千円

（40.0%）

総務費
8億8941万5千円

（12.7%）

土木費
8億8352万1千円

（12.6%）

教育費
8億5578万1千円

（12.2%）

公債費
5億5339万9千円

（7.9%）

衛生費
5億1422万7千円

（7.3%）

消防費
2億9662万1千円

（4.2%）

議会費
1億406万9千円

（1.5%） その他
2992万円
（0.4%）

農林水産業費
8435万4千円

（1.2%）

歳出

70億
2300万円

歳　出 歳　入

用
語
解
説

町税
44億	8593万円

（63.9%）

国庫支出金
7億8294万8千円

（11.1%）

県支出金
6億460万4千円

（8.6%）

繰入金
3億2700万円

（4.7%）
譲与税及び交付金
4億4550万1千円

（6.3%）

分担金及び負担金
1億7565万8千円

（2.5%）

町債
960万円
（0.1%）

その他
1億9175万9千円

（2.7%）

町民税
18億6745万7千円

（26.6%）

固定資産税
22億8459万3千円

（32.5%）

その他
3億3388万円

（4.8%）

歳入

70億
2300万円

年 度
科 目

平成29年度 平成28年度 増減率
（％）予算額 構成比

（%） 予算額

町 税  44億 8593万0千円 63.9  43億 9436万2千円 2.1
町 民 税 18億6745万7千円 26.6 18億    88万1千円 3.7
固 定 資 産 税 22億8459万3千円 32.5 22億3878万7千円 2.0
そ の 他 3億3388万0千円 4.8 3億5469万4千円 △ 5.9

国 庫 支 出 金 7億8294万8千円 11.1 7億5932万7千円 3.1

県 支 出 金 6億  460万4千円 8.6 5億6542万5千円 6.9

譲与税及び交付金 4億4550万1千円 6.3 4億4250万1千円 0.7

繰 入 金 3億2700万0千円  4.7 3億6800万0千円  △ 11.1

分担金及び負担金 1億7565万8千円 2.5 2億  698万7千円 △ 15.1

町 債 960万0千円 0.1 6070万0千円 △ 84.2

そ の 他 1億9175万9千円 2.7 1億7569万8千円 9.1

歳 入 合 計 70億2300万0千円 100.0 69億7300万0千円 0.7

　町の予算は、一般会計と特別会計から      成り立っています。
　一般会計は、行政運営の基本的な経費      を計上し、町の予算の半分以上を占めて
います。

一般会計予算

70億23 00 万円
－前年度比0.7％増－

を
調
整
す
る
た
め
の
基
金
で
、長
期
的
視
野
に

立
っ
た
計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
に
、

財
源
に
余
裕
の
あ
る
年
度
に
積
立
て
を
行
い
、

財
源
不
足
が
生
じ
る
年
度
に
活
用
す
る
た
め
の

基
金
で
す
。

特
定
目
的
基
金
：
特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産

を
維
持
し
資
金
を
積
み
立
て
る
た
め
に
設
置
す

る
基
金
で
す
。学
校
建
設
事
業
に
充
当
す
る
校

舎
建
設
基
金
、公
共
施
設
の
設
備
事
業
等
に
充

当
す
る
公
共
施
設
整
備
等
事
業
基
金
、都
市
計

画
街
路
建
設
基
金
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

地
方
債
：
地
方
公
共
団
体
が
資
金
調
達
の
た
め

に
負
担
す
る
債
務
で
あ
っ
て
、そ
の
返
済
が
年

度
を
越
え
て
行
わ
れ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。「
町

の
借
金
」の
こ
と
で
す
。

基
金
：
特
定
の
目
的
の
た
め
に
、財
産
を
維
持
し
、

資
金
を
積
み
立
て
、ま
た
は
定
額
の
資
金
を
運
用

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
る
資
金
ま
た
は
財
産
を

い
い
ま
す
。「
町
の
貯
金（
貯
蓄
）」の
こ
と
で
す
。

財
政
調
整
基
金
：
年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡

当初 予算編成平成29年度

　

３
月
に
開
か
れ
た
昭
和
町
議
会
第
１
回
定
例
会

に
お
い
て
、平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計

の
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
当
初
予
算
は
、社
会
保
障
の
充
実
と

次
年
度
以
降
の
新
規
事
業
策
定
を
重
点
と
し
た
予

算
編
成
と
し
ま
し
た
。年
々
増
加
し
て
い
る
義
務
的

経
費
の
影
響
も
あ
り
、平
成
29
年
度
も
厳
し
い
財
政

状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、事
業
の
成
果
や
施
策
の
優

先
度
を
精
査
し
、限
ら
れ
た
財
源
の
効
果
的
な
活
用

に
努
め
、財
政
健
全
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
は
70
億
2
3
0
0
万

円
、特
別
会
計
は
45
億
7
4
8
8
万
円
と
な
り
、総

額
で
1
1
5
億
9
7
8
8
万
円
の
予
算
規
模
と
な

り
ま
す
。
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私
た
ち
の
ま
わ
り
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
ど
れ
く
ら
い
の
お
金
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
に
主
な
事
業
と
お
金
の
使
い
道
を「
昭
和
町
第
6
次
総
合
計
画
」の
基
本
方
針
で
あ
る
6
つ
の
テ
ー

マ
ご
と
に
掲
載
し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
と
し
て
は
、
継
続
事
業
で
あ
る
町
道
30
号
線
道
路
新
設
事
業
費
、
待
機
児
童
解
消
事
業
費

と
し
て
の
民
間
保
育
所
施
設
等
整
備
事
業
補
助
金
や
、
今
後
の
福
祉
事
業
に
係
る
計
画
策
定
業
務
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
安
全
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
河
川
の
改
良
・
改
修
費
、
橋
梁
の
点
検
及
び
修

繕
工
事
費
を
計
上
し
、
さ
ら
に
、
継
続
費
と
な
っ
て
い
ま
す
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
・
緑
の
基
本

計
画
策
定
業
務
委
託
及
び
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
策
定
業
務
委
託
の
経
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

 

主
な
事
業
と
お
金
の
使
い
道 

　特別会計は、一般の歳入歳出予算と区別して整理する必要がある場合や、特定の事業を行う場合に設置
される会計です。昭和町では、国民健康保険や下水道など６つの特別会計があり、それぞれの予算額は、
次のとおりです。

特別会計 平成29年度
当初予算額

平成28年度
当初予算額 増減率（％）

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 22億7700万0千円 20億8000万0千円 9.5

後期高齢者医療特別会計 1億5410万0千円 1億4530万0千円 6.1

介 護 保 険 特 別 会 計 9億9473万4千円 10億  381万0千円 △ 0.9

介 護 サ ービ ス 特 別 会 計 2216万1千円 1888万9千円 17.3

下 水 道 事 業 特 別 会 計 11億1990万2千円 10億  492万2千円 11.4

渇 水 対 策 事 業 特 別 会 計 698万3千円 512万7千円 36.2

合 計 45億7488万0千円 42億5804万8千円 7.4

会計区分 平成29年度
当初予算額

平成28年度
当初予算額 増減率（％）

一 般 会 計 70億2300万0千円 69億7300万0千円 0.7

特 別 会 計 45億7488万0千円 42億5804万8千円 7.4

合 計 115億9788万0千円 112億3104万8千円 3.3

　平成29年度当初予算は、前年度比3億6683万2千円（3.3％）増の115億9788万円です。一般会計は、前年
度比5千万円（0.7％）増、特別会計は前年度比3億1683万2千円（7.4％）増となります。

特別会計予算

 45億7488万円

当初予算総額

 115億9788万円

生
涯
学
習
社
会
の
創
造

　
○
文
化
協
会
運
営
補
助	

1
7
6	

万
円

　

○
公
民
館
活
動
各
種
講
座	

1
6
3	

万
円

　

○
図
書
館
図
書
資
料
等
購
入
費	

9
9
5	

万
円

地
域
の
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
○
ホ
タ
ル
愛
護
活
動	

15	

万
円

　
○
文
化
財
保
護
費	

1
3
7
3	

万
円

　
○
町
体
育
協
会
補
助
金	

3
5
2	

万
円

　
○
み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議
会
補
助	

90	

万
円

　
○
温
水
プ
ー
ル
運
営
費	

7
4
5
0	

万
円

　

○
総
合
体
育
館
運
営
費	

1
7
7
4	

万
円

子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
の
充
実

　
○
防
犯
対
策
事
業	

21	

万
円

　

○
私
立
幼
稚
園
へ
の
就
園
奨
励
費	

4
0
0	

万
円

　

○
小
中
学
校
町
単
補
助
教
員
雇
用
（
特
別
支
援
）

	

3
4
9
1	

万
円

　

○
小
中
学
校
英
語
指
導
（
外
国
人
講
師
）	

	

1
9
0
0	

万
円

　

○
学
校
給
食
費
助
成
金	

2
3
1	

万
円

　

○
青
少
年
海
外
派
遣
事
業
補
助
金	

3
9
6	

万
円

　

○
青
少
年
対
策
関
係	

5
2
6	

万
円

かな心と文化を育む
まちづくり豊

平成28年度
当初予算額 69億7300万円

平成29年度
当初予算額 70億2300万円

一般会計

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100110

42億5804万8千円
特別会計

一般会計
45億7488万円
特別会計

112億3104万8千円

115億9788万0千円

活
力
あ
る
商
工
業
の
振
興
充
実

○
町
商
工
会
育
成
事
業
等
補
助	

1
1
3
7	

万
円

○
商
工
会
一
般
事
業
推
進
費	

36	

万
円

○
町
煙
草
小
売
組
合
助
成
金	

1
0
0	

万
円

○
地
域
産
業
人
材
育
成
指
導
事
業	

50	

万
円

○
商
業
活
性
化
人
材
育
成
事
業	
1
0
0	
万
円

○
小
規
模
事
業
者
等
事
業
資
金
利
子
補
給

	

7
8
0	
万
円

○
創
業
者
支
援
利
子
補
給	

20	

万
円

持
続
す
る
都
市
近
郊
型
農
業
の
展
開

○
農
道
等
・
用
水
路
整
備
関
係	

2
9
5
4	

万
円

○
農
地
中
間
管
理
機
構
借
受
農
地
整
備
事
業

	

1
5
0	

万
円

○
遊
休
農
地
等
利
用
促
進
助
成
事
業	

30	

万
円

○
農
業
振
興
地
域
農
地
保
全
助
成
金

	

4
2
4	

万
円

○
ブ
ラ
ン
ド
米
試
作
補
助	

55	

万
円

可
能
性
を
高
め
る
雇
用
・
起
業
の
支
援

○
峡
中
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
負
担
金

	

2
3
4	

万
円

○
働
く
婦
人
の
家
運
営
費	

32	

万
円

ぎわいと活力のある
まちづくりに

－前年度比7.4％増－

－前年度比
3.3％増－
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計
画
的
な
土
地
利
用
と

美
し
い
街
並
み
づ
く
り

○
公
園
樹
木
管
理
委
託	

2
9
4
6	

万
円

○
公
園
整
備
事
業

　
（
公
園
施
設
維
持
管
理
）	

2
9
6	

万
円

○
緑
化
を
推
進
す
る
生
け
垣
作
り
補
助

	

75	

万
円

○
土
地
区
画
整
理
事
業
費	

5
4
0	

万
円

○
町
道
植
樹
・
緑
地
帯
等
管
理
委
託

	

1
6
0
8	

万
円

○
花
の
植
栽
業
務
委
託	

1
8
8	

万
円

○
雑
草
処
理
委
託	

2
2
0	

万
円

えあう健やかなまちづくり支

画と交流のまちづくり参
心して暮らせるまちづくり安

適で住み心地のよいまちづくり快
健
や
か
な
暮
ら
し
を
支
え
る

保
健
・
医
療
の
充
実

○
子
育
て
支
援
医
療
費
助
成	
9
9
0
0	

万
円

○
養
育
医
療
費
助
成	
1
0
0	

万
円

○
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
助
成	

	

5
1
6
0	
万
円

○
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成	

1
6
0
0	

万
円

○
妊
婦
・
乳
幼
児
健
診
委
託	

2
0
8
4	

万
円

○
妊
婦
健
康
診
査
助
成
事
業	

1
5
6	

万
円

○
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業	

12	

万
円

○
総
合
健
診
・
人
間
ド
ッ
ク
・
予
防
接
種
委
託
事
業	

	

1
億
1
7
4
9	

万
円

次
代
を
担
う
子
育
て
の
支
援

○
児
童
手
当	

3
億
9
2
1
0	

万
円

○
児
童
措
置
・
児
童
支
援
事
業
補
助

	

10
億
8
9
5
4	

万
円

○
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
運
営
費

	

2
6
6
6	

万
円

○
次
世
代
育
成
支
援
対
策
費	

2
9
0	

万
円

い
き
い
き
と
し
た
福
祉
社
会
の
形
成

○
高
齢
者
給
付
金	

5
7
5	

万
円

○
高
齢
者
の
自
立
支
援
事
業
費	

1
1
5
9	

万
円

○
障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業	

1
7
9
4	

万
円

○
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業	

6
9
6	

万
円

○
障
害
児
者
補
装
具
給
付	

3
0
0	

万
円

○
自
立
支
援
給
付
費	

2
億
5
8
6
0	

万
円

○
社
会
福
祉
・
地
域
福
祉
事
業	

3
5
4
6	

万
円

○
後
期
高
齢
者
医
療
給
付
費
負
担
金

	

1
億
4
8
1	

万
円

○
介
護
支
援
事
業
費	

1
6
8
7	

万
円

安
定
し
た
暮
ら
し
の
確
保

○
保
養
施
設
助
成
事
業	

3
7
8	

万
円

○
ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
の
充
実	

1
8
8
2	

万
円

○
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

	

1
億
7
8
5
9	

万
円

○
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金	

	

2
6
2
1	

万
円

○
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金	

	
1
億
3
1
9
5	

万
円

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

	
2
1
5
6	

万
円

安
全
な
暮
ら
し
の
確
保

○	

交
通
安
全
対
策
工
事
関
係	

4
5
0	

万
円

○	

各
区
防
犯
灯
設
置
等
補
助
金	

96	

万
円

○	

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
関
係
経
費	

6	

万
円

○	

常
備
消
防（
甲
府
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
）負
担
金	

	
	

2
億
4
3
6
8	
万
円

○	

消
防
団
員
自
動
車
運
転
資
格
取
得
費
補
助
金	
9	
万
円

○	

非
常
備
消
防
経
費	

3
2
5
5	

万
円

○	

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
運
営
・
小
児
救
急
医
療

	

推
進
事
業
費
等
負
担
金	

9
4
2	

万
円

○	

自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）借
上	

71	

万
円

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

○	

河
川
の
改
良
・
改
修
関
係	

2
2
6
3	

万
円

○	

避
難
所
防
災
備
蓄	

8
2
3	

万
円

○	

消
火
栓
設
置
・
維
持
管
理	

3
5
0	

万
円

○	

自
主
防
災
会
施
設
等
整
備
費
補
助
金	

1
4
0	

万
円

○	

防
災
士
資
格
取
得
促
進
助
成	

6	

万
円

○	

木
造
住
宅
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
補
助
金	

42	

万
円

○	

木
造
住
宅
耐
震
化
事
業
補
助
金	

4
8
0	

万
円

○	

ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
対
策
事
業
補
助
金	

4
5
0	

万
円

○	

木
造
住
宅
耐
震
改
修
設
計
事
業
補
助
金	

40	

万
円

○	

木
造
住
宅
耐
震
診
断
業
務
委
託	

45	

万
円

○	

緊
急
輸
送
道
路
閉
塞
建
築
物
耐
震
改
修
事
業
補
助
金	

	
	
	

6
6
6	

万
円

健
全
な
社
会
環
境
の
維
持

○
消
費
者
行
政
活
性
化
事
業	

27	

万
円

住
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

○
無
料
法
律
相
談	

23	

万
円

○
議
会
広
報
・
広
報
し
ょ
う
わ
作
成	

	

1
3
6
0	

万
円

○
男
女
共
同
参
画
関
係	

87	

万
円

○
地
域
力
活
性
化
交
付
金	

2
6
8
8	

万
円

ふ
れ
あ
い
の
あ
る地

域
づ
く
り
の
推
進

○
国
際
交
流
を
進
め
る
会
補
助
金	

14	

万
円

○
「
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
等
を
主
催
す
る

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
委
員
会
補
助
金

	

1
7
0
0	

万
円

○
各
区
公
会
堂
建
設
費
等
補
助
金	

95	

万
円

自
律
的
で
活
力
あ
る
行
政
の
確
立

○
情
報
化
推
進
費	

4
1
4
5	

万
円

○
各
種
職
員
研
修
負
担
金	

29	

万
円

○
押
原
公
園
指
定
管
理
委
託	

2
2
9
5	

万
円

環
境
保
全
対
策
の
充
実

○
一
般
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
や
粗
大
ご
み
等

の
収
集
処
理
委
託
関
係	

6
6
9
5	

万
円

○
ご
み
減
量
化
商
品
購
入
補
助	

43	

万
円

○
ご
み
収
集
袋
・
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー

　

作
成	

1
0
6	

万
円

○
ご
み
・
し
尿
処
理
等
中
巨
摩
広
域
事
務

	

組
合
へ
の
負
担
金	

1
億
5
2
0
4	

万
円

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助	

	
	

3
0
6	

万
円

○
環
境
保
全
推
進
対
策
事
業	

1
4
3	

万
円

○
地
下
水
・
河
川
の
水
質
検
査
関
係	

	
	

1
1
9	

万
円

○
動
物
管
理
事
業	

2
3
0	

万
円

○
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金

	
	

4
億
8
6
8
8	

万
円

利
便
性
の
高
い
道
路
・

交
通
体
系
の
確
立

○
町
道
30
号
線
道
路
改
良
事
業	

	

2
3
4
0	

万
円

○
道
路
新
設
・
補
修
関
係	

9
2
1
5	

万
円

○
橋
り
ょ
う
維
持
・
補
修
関
係	

	

2
2
5
1	

万
円

○
赤
字
路
線
バ
ス
補
助
等	

3
5
0	

万
円
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今
年
１
月
か
ら
３
月
に
行
わ
れ
た
町
の
公
共
工
事
等
の
入
札
結

果
（
平
成
28
年
度
昭
和
町
公
共
工
事
等
第
４
四
半
期
入
札
結
果
）
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
法
制
係
（
☎
2
7
5
‐
8
1
5
3
）

平成 28 年度住民基本台帳の閲覧状況
　住民基本台帳法第 11 条第 3 項及び第 11 条の 2 第 12 項の規定に基づき、住民基本台帳の閲覧状況を
公表します。

申し出者の氏名
（法人の場合は、その名称
及び代表者または管理人氏名）

利用目的概要 閲覧年月日 閲覧に係る
住民の範囲

１ 一般社団法人中央調査社
　会長　西澤 豊

テレビ放送に関するアンケート実
施の為

平成 28 年
4 月27日 築地新居　20 件

２ （株）サーベイリサーチセンター
　代表取締役　戸祭 浩 環境についての意識調査 平成 28 年

5 月10日 紙漉阿原　24 件

３ 毎日新聞社代表取締役
　社長　朝比奈 豊 第 70 回 読書世論調査 平成 28 年

5 月17日 河　　西　12 件

4 一般社団法人中央調査社
　会長　大室 真生

中年期男性の生活の送り方に関
する調査

平成 28 年
8 月17日 清水新居　10 件

5 一般社団法人新情報センター
　事務局長　平谷 伸次

生活態度や価値観等に関するア
ンケート実施の為

平成 28 年
10 月5日 河　　西　63 件

6 アシスト株式会社
　代表取締役　西村 竹松

山梨県県民健康づくり実践状況
調査

平成 28 年
11月17日 町内全域　47 件

7 一般社団法人中央調査社
　会長　大室 真生 社会意識に関する世論調査 平成 28 年

12 月15日 河　　西　23 件

8 南甲府警察署
　警視　佐藤 岩生 捜査の為 平成 28 年

12 月26日 西　　条　  3 件

9 山梨県総合政策部広聴広報課
　課長　渡邊 和彦 県政モニター候補者抽出の為 平成 29 年

1月5日 町内全域　33 件

10 一般社団法人新情報センター
　事務局長　平谷 伸次

世論調査「日本人と憲法
2017」対象者名簿作成の為

平成 29 年
1月6日 上 河 東　 12 件

問い合わせ　町民窓口課　町民係（☎275‐8264）

公
共
工
事
等
入
札
結
果

（
平
成
28
年
度 

第
４
四
半
期
）

契約
番号

入札
日

工　事　名
（	業	務	名	） 工事場所 落札業者 予 定 価 格 工　期落札率 落 札 額

52
1
月
24
日

町 道34号 線　
側溝改良工事 築地新居

㈱田中重建 1800万円 1月26日

～

3月31日95.556% 1720万円

53
1
月
24
日

自家発電機
浸水防止壁工事 押越

興和建設㈱ 351万円 1月26日

～

3月31日96.632% 340万円

54
1
月
24
日

常永児童館　　
放課後児童クラ
ブ棟備品一式

河西
㈱ｵﾌｨｽ山村 215万円 1月26日

～

3月31日68.648% 147万円

※予定価格・落札額はいずれも税抜、千円未満は省略

　

近
年
、記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
、全
国

的
に
大
規
模
な
水
害
や
土
砂
災
害

が
頻
発
し
て
お
り
、今
後
は
ま
す
ま

す
洪
水
の
発
生
頻
度
が
高
ま
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
甲
府
河
川
国

道
事
務
所
で
は
、住
民
が
自
ら

水
害
の
危
険
性
を
察
知
し
、自

主
的
な
避
難
に
役
立
て
ら
れ
る
よ

う
、５
月
１
日
か
ら
、携
帯
電
話

と
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の
緊
急
速

報
メ
ー
ル
に
よ
る
洪
水
情
報
の
配
信
を
開

始
し
ま
す
。洪
水
情
報
メ
ー
ル
は
、富
士
川

で
、大
規
模
な
洪
水
が
発
生
し
浸
水
す
る

危
険
性
が
高
い
場
合
に
配
信
し
ま
す
。新

し
い
洪
水
情
報
メ
ー
ル
と
、従
来
の
Ｔ
Ｖ

や
ラ
ジ
オ
、防
災
無
線
等
の
情
報
を
あ
わ

せ
て
活
用
し
、迅
速
な
避
難
に
役
立
て
て

く
だ
さ
い
。

配
信
開
始
日　
平
成

２９
年
５
月
１
日（
月
）

配
信
エ
リ
ア　
昭
和
町
を
含
む
富
士
川
流
域
の
全
地
域

配
信
情
報　
　

富
士
川
に
お
い
て
、河
川
氾
濫
の
お
そ
れ
が
あ
る
、

氾
濫
危
険
水
位
を
超
え
た
、及
び
氾
濫
が
発
生
し
た
等
の
情
報

※
洪
水
情
報
と
は
、指
定
河
川
洪
水
予
報
の「
氾
濫
危
険
情
報（
レ
ベ

ル
４
）」及
び「
氾
濫
発
生
情
報（
レ
ベ
ル
５
）」の
発
表
を
契
機
と
し

て
、流
域
住
民
の
主
体
的
な
避
難
を
促
進
す
る
た
め
に
配
信
す
る
情

報
で
す
。

水
位
観
測
所　
富
士
川（
釜
無
川
）　
船
山
橋
水
位
観
測
所

配
信
例

注
意
事
項

・
事
前
登
録
な
ど
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、機
種
に
よ
っ

て
は
受
信
設
定
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

・
携
帯
電
話
の
電
源
が
入
っ
て
い
な
い
場
合
や
、電
波
状
況
の
悪
い

場
所
、通
話
・
パ
ケ
ッ
ト
通
信
中
な
ど
の
場
合
は
受
信
で
き
ま
せ
ん
。

・
緊
急
速
報
メ
ー
ル
に
対
応
し
て
い
な
い
機
種
の
携
帯
電
話
等
で
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　
国
土
交
通
省
甲
府
河
川
国
道
事
務
所（
☎
２
５
２
‐
８
８
８
４
）

　
昭
和
町
役
場　
建
設
課　
管
理
係   （
☎
２
７
５
‐
８
４
１
２
）

【件名】河川氾濫のおそ
れ

【本文】富士川で氾濫の
おそれ
富士川の船山橋（韮崎市）
付近で水位が上昇し、避
難勧告等の目安となる

「氾濫危険水位」に到達
しました。堤防が壊れる
などにより浸水のおそれ
があります。防災無線、
テレビ等で自治体の情報
を確認し、各自安全確保
を図るなど、適切な防災
行動をとってください。

自主避難に活用！ 富士川洪水情報
緊急速報メール
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【
教
育
指
導
監
】

　

学
校
教
育
課　
　

古
屋　

正
樹

【
再
任
用
】

　

給
食
セ
ン
タ
ー　

内
藤　

芳
男

　
会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長　

内
藤　

芳
男

　

学
校
教
育
課　
　

柴　
　

茂
生

【
課　
長
】

　

生
涯
学
習
課

　
　

小
宮
山　

毅
（
税

務

課
）

【
係　
長
】

　

総
務
課

　
　

伊
藤　
　

潤
（
都
市
整
備
課
）

【
課　
長
】

　

会
計
管
理
者
兼
出
納
室
長

　
　

長
田　

信
夫
（
企
画
財
政
課
）

　

企
画
財
政
課

　
　

今
澤　

幸
広
（
議
会
事
務
局
）

　

議
会
事
務
局

　
　

深
川　

和
彦
（
環
境
経
済
課
）

　

環
境
経
済
課

　
　

秋
山
高
一
郎
（
生
涯
学
習
課
）

【
係　
長
】

　

建
設
課　

管
理
係

　
　

佐
久
間
紀
彦
（
環
境
経
済
課
）

　

環
境
経
済
課　

環
境
衛
生
係

　
　

内
海　

博
之
（
生
涯
学
習
課
）

　

税
務
課　

資
産
税
係

　
　

鷹
野　

利
仁
（
建

設

課
）

　

学
校
教
育
課　

　
　

細
田　

忠
司
（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

　

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係

　
　

今
村　

秀
紀
（
学
校
教
育
課
）

【
副
主
幹
】

　

学
校
教
育
課　
押
原
中
学
校
司
書

　
　

秋
山　

洋
子
（

　

）

【
主　
査
】

　

福
祉
課

　
　

加
賀
美
綾
乃
（
下
水
道
課
）

　

福
祉
課

　
　

清
水　

敬
祐
（
企
画
財
政
課
）

【
副
主
査
】

　

税
務
課

　
　

河
田　

浩
和
（
企
画
財
政
課
）

　

福
祉
課

　
　

中
込　

裕
二
（
企
画
財
政
課
）

　

企
画
財
政
課

　
　

増
田　

優
子
（
総

務

課
）

　

下
水
道
課

　
　

河
野　
　

正
（

　

）

　

建
設
課

　
　

根
津　

真
悟
（
福

祉

課
）

　

下
水
道
課

　
　

伊
藤　

雅
徳
（
建

設

課
）

【
主　
任
】

　

町
民
窓
口
課

　
　

磯
部　

千
鶴
（
議
会
事
務
局
）

　

企
画
財
政
課

　
　

丹
澤　

大
樹
（
福

祉

課
）

　

建
設
課

　
　

平
嶋
雄
一
郎
（
下
水
道
課
）

　

い
き
い
き
健
康
課

　
　

蒔
田　

和
徳
（
町
民
窓
口
課
）

【
主　
事
】

　

町
民
窓
口
課

　
　

花
形　

裕
紀
（
建

設

課
）

　

企
画
財
政
課

　
　

渡
辺　

晃
次
（
税

務

課
）

　

総
務
課[

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合]

　
　

石
黒　
　

圭
（
町
民
窓
口
課
）

　

企
画
財
政
課　

主
任

　
　

土
屋　

修
吾
（
甲

府

市
）

【
社
会
福
祉
士　
主
事
補
】

　

い
き
い
き
健
康
課　

伊
藤　

晃
輝

【
保
健
師
】

　

い
き
い
き
健
康
課　

若
林
あ
ず
さ

【
一
般
行
政
職　
主
事
補
】

　

い
き
い
き
健
康
課　

海
野　

能
玄

◦
４
月
１
日
付
発
令

　
た
だ
し
退
任
・
退
職
者
は
３
月
31
日
付

◦
（　
）
内
は
旧
任

◦
昇
任
は
係
長
以
上
の
職
級
で
配
置
換
え

の
あ
っ
た
者
の
み
掲
載

昇
　
　
任

配
置
換
え

採

用

町
職
員
の
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
で
役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
職
員
配
置
で
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

役
場
へ
の
相
談
、問
い
合
わ
せ
等
、お
気
軽
に
職
員
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

学
校
教
育
課　
　

押
原
小
学
校
司
書

後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合

よろしくお願いします！

【
西
条
一
区
】

○
区

長　

曽
根　

孝
順

　

区
長
代
理　

木
原　
　

栄

　
　

　
　

中
島
周
次
郎

　
　

　
　

松
本　

一
広

　

土
木
委
員　

佐
野　

一
広

　

環
境
保
健
委
員　

藤
原　

健
一

【
西
条
二
区
】

　

区

長　

小
宮
山　

稔
＊

　

区
長
代
理　

若
尾　

敏
彦
＊

　
　

　
　

中
西　

廣
行
＊

　

　

　

井
口　
　

正
＊

　

　

　

深
澤　

邦
夫
＊

　

土
木
委
員　

秋
山　

哲
孝
＊

　

環
境
保
健
委
員　

酒
井　

哲
男
＊

【
清
水
新
居
】

　

区

長　

太
田　
　

學

　

区
長
代
理　

越
水　
　

勇

　

　

　

望
月　
　

勇

　

　

　

小
林　

敦
郎

　

土
木
委
員　

中
沢　

清
文

　

環
境
保
健
委
員　

山
主　

成
人

【
西
条
新
田
】

　

区

長　

鮎
川　
　

哲
＊

　

区
長
代
理　

臼
井　
　

稔
＊

　

　

　

小
田
切
伸
二
＊

　

土
木
委
員　

内
藤　

公
文
＊

　

環
境
保
健
委
員　

小
林　
　

栄
＊

【
押　
　
越
】

　

区

長　

有
賀　
　

勝
＊

　

区
長
代
理　

㓛
刀　

裕
樹
＊

　

　

　

利
根
川
正
典
＊

　

　

　

浅
川　

武
人
＊

　

土
木
委
員　

田
中　
　

清
＊

　

環
境
保
健
委
員　

神
宮　

利
光
＊

【
河
東
中
島
】

　

区

長　

深
澤　

敏
朗
＊

　

区
長
代
理　

石
原　

吉
尚
＊

　

　

　

永
井　

清
司
＊

　

土
木
委
員　

神
宮
寺
良
吉
＊

　

環
境
保
健
委
員　

雨
宮　

勝
彦
＊

【
紙
漉
阿
原
】

　

区

長　

窪
田　

俊
明
＊

　

区
長
代
理　

清
水　

文
彦
＊

　

　

　

守
澤　

治
幸
＊

　

　

　

蒔
田　

和
重
＊

　

土
木
委
員　

清
水　

老
久
＊

　

環
境
保
健
委
員　

田
中　

秀
幸
＊

上 河 東 二 区・上  河  東・河 　 　 西・飯 　 　 喰・築 地 新 居・紙 漉 阿 原
　 河 東 中 島・押 　 　 越・西 条 新 田・清 水 新 居・西 条 二 区・西 条 一 区

　

区
役
員
は
地
区
の
皆
さ
ん
の
互

選
や
推
薦
な
ど
で
選
出
さ
れ
、
区

の
行
事
や
自
主
防
災
組
織
の
運
営
、

区
か
ら
町
へ
の
要
望
な
ど
、
町
民

の
皆
さ
ん
が
暮
ら
す
区
を
支
え
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

区
の
様
々
な
役
職
の
う
ち
、
町

か
ら
委
嘱
の
あ
る
４
役
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
皆
さ
ん
と
行
政
と
を
つ

な
ぐ
区
役
員
を
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く 

お
願
い
し
ま
す
。

町
内
12
地
区
の
新
役
員

【
築
地
新
居
】

○
区

長　

磯
部　

光
美

　

区
長
代
理　

河
西　
　

実

　

　

　

中
込　

保
德

　

土
木
委
員　

河
野　

浩
次

　

環
境
保
健
委
員　

山
中　

敏
夫

【
飯　
　
喰
】

　

区

長　

髙
野　

清
治

　

区
長
代
理　

山
崎　
　

豊

　

　

　

小
澤　
　

光

　

土
木
委
員　

牧
野　

政
秀

　

環
境
保
健
委
員　

今
澤　

憲
治

【
河　
　
西
】

　

区

長　

山
畠　
　

実

　

区
長
代
理　

青
山　

忠
彌

　

　

　

古
屋　

光
昭

　

　

　

秋
山　

一
也

　

　

　

萩
原　

克
彦

　

土
木
委
員　

薬
袋　

隆
司
＊

　

環
境
保
健
委
員　

油
川　

竜
也
＊

【
上  

河  

東
】

　

区

長　

向
山　
　

晃

　

区
長
代
理　

塚
原　
　

誠
＊

　

　

　

三
井　

孝
男
＊

　

土
木
委
員　

金
丸　
　

弘

　

環
境
保
健
委
員　

細
田　
　

健

【
上
河
東
二
区
】

◎
区

長　

河
西　

芳
彦

　

区
長
代
理　

小
林　

博
之

　

　

　

廣
瀬
は
る
み

　

土
木
委
員　

萩
原　

純
一

　

環
境
保
健
委
員　

小
澤　

正
史

◎
印 

区
長
会
長
、
○
印 

副
会
長
、

＊
印 

新
役
員
、
敬
称
略

　

４
月
１
日
か
ら
町
内
各
学
校
に
着

任
し
た
先
生
を
紹
介
し
ま
す
。

※
敬
称
略
・（　
）
内
は
前
任
校
な
ど

総
務
係
兼
学
校
教
育
係

　
　
　
　
　
　

兼
学
校
施
設
係

［
甲
府
市
長
直
轄
組
織　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

危
機
管
理
室
防
災
企
画
課
］

人
事
交
流

退
任
・
退
職

【
押
原
小
学
校
】

　
校　
長　
松
谷
ゆ
か
り
（
山
城
小
）

　
教　
諭　
福
田　
笑
美
（
山
城
小
）

　
　
　
　
　
佐
野　
好
美
（
下
二
小
）

　
　
　
　
　
柴
北
み
ど
り
（
鳴
沢
小
）

　
非
常
勤
講
師　
佐
野　
晶
子
（
西
条
小
）

　
司　
書　
茅
野　
文
恵
（
善
誘
館
小
）

　
町
単
教
員　
田
中
早
智
子
（
玉
穂
南
小
）

　
　
　
　
　
髙
橋　
郁
也
（
久
那
土
小
）

　
教
育
指
導
員　
吉
田　
一
恵
（
西
条
小
）

　
Ａ
Ｌ
Ｔ　
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ポ
ペ
ル
カ

【
西
条
小
学
校
】

　
主
幹
教
諭　
小
林　
正
彦
（
常
永
小
）

　
教　
諭　
神
澤　
朱
実
（
三
村
小
）

　
　
　
　
　
雨
宮　
宏
幸
（
常
永
小
）

　
　
　
　
　
大
久
保
南
美
（
韮
崎
北
東
小
）

　
　
　
　
　
齋
藤　
遼
馬

　
　
　
　
　
原　
　
　
翼

　
　
　
　
　
手
塚　
好
美
（
押
原
小
）

　
　
　
　
　
藤
巻　
美
香

　
　
　
　
　
坂
本　
真
衣

　
　
　
　
　
太
田　
久
美

　
非
常
勤
講
師　
志
村
と
し
江　

　
町
単
教
員　
深
澤　
咲
絵

　
教
育
指
導
員　
内
藤
ふ
じ
子
（
押
原
小
）

　
　
　
　
　
木
内　
澄
江
（
常
永
小
）

　
Ａ
Ｌ
Ｔ　
ゲ
ッ
チ
・
ジ
ェ
シ
ー　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 （
常
永
小
）

【
常
永
小
学
校
】

　
教　
諭　
内
藤
千
賀
子
（
落
合
小
）

　
　
　
　
　
二
宮　
直
人
（
竜
王
南
小
）

　
　
　
　
　
窪
田　
久
枝
（
甘
利
小
）

　
　
　
　
　
大
原
千
絵
美
（
増
穂
小
）

　
　
　
　
　
永
田　
沙
織
（
谷
村
一
小
）

　
　
　
　
　
大
村　
優
奈

　
　
　
　
　
横
小
路　
聡
（
西
条
小
）

　
　
　
　
　
矢
崎　
良
子
（
押
原
中
）

　
養
護
教
諭　
名
取
女
久
美
（
八
田
中
）

　
非
常
勤
講
師　
一
瀬　
大
樹

　
　
　
　
　
永
井　
昇
子

　
　
　
　
　
沢
登
美
千
子

　
町
単
教
員　
野
田　
陽
介
（
久
那
土
小
）

　
司　
書　
深
沢　
公
子
（
国
母
小
）

　
教
育
指
導
員　
吉
留　
文
子
（
西
条
小
）

　
養
教
補
助　
辰
巳
こ
ず
え

　
Ａ
Ｌ
Ｔ　
シ
ャ
ダ
ッ
ド
プ
リ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ィ
プ
テ
ィ

【
押
原
中
学
校
】

　
校　
長　
海
野　
武
仁
（
敷
島
中
）

　
教　
頭　
小
林　
淳
二
（
鰍
沢
中
）

　
教　
諭　
芦
澤　
良
美
（
敷
島
中
）

　
　
　
　
　
佐
野　
　
愛
（
梨
大
附
中
）

　
　
　
　
　
大
石　
浩
雄
（
双
葉
中
）

　
　
　
　
　
木
原　
真
弓
（
都
留
二
中
）

　
　
　
　
　
山
田　
嘉
寛
（
甲
府
昭
和
高
）

　
　
　
　
　
漆
山　
大
士
（
長
坂
中
）

　
　
　
　
　
佐
藤　
駿
介

　
　
　
　
　
萱
沼　
美
幸

　
　
　
　
　
小
島　
　
園
（
田
富
中
）

　
　
　
　
　
齊
藤　
有
沙
（
増
穂
中
）

　
事
務
主
査　
長
田
い
づ
み
（
善
誘
館
小
）

　
町
単
教
員　
中
澤　
敏
也

　
　
　
　
　
金
丸　
恭
生

　
　
　
　
　
小
倉
え
り
か

　
司　
書　
秋
山　
洋
子
（
押
原
小
）

各
校
着
任
先
生

平 成 29 年 度 区 長 の 皆 さ ん

後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
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『たまちゃんとあかちゃん』 『これから戦場に向かいます』『	翻訳できない世界のことば』
どいかや/作

さ く

学研プラス
山本美香/写真・文

ポプラ社
エラ・フランシス・サンダース/著者・イラスト

 前田まゆみ/訳者・描き文字
創元社

　たまちゃんの家に赤ちゃんが
やってきました。ねこのたまちゃ
んは、人間の赤ちゃんを見るのは
初めて。赤ちゃんはどんどん大き
くなるけれど…。
　ねこの目から見た赤ちゃんの
成長が可愛らしい絵本です。

　山梨出身のジャーナリスト山
本美香さんが、シリアで銃弾に倒
れたのは２０１２年のこと。正義
感の強い彼女が、戦場から伝えた
かった「平和への思い」を、ぜひこ
の本から感じてください。

　ハワイ語の「AKIHI」、日本語
の「ボケっと」など、自国語に訳す
際、ニュアンスが表現しづらく翻
訳し難い単語を集めた１冊。短い
言葉ながらも、その国独自の表現
法と感性が垣間見え、興味深く楽
しめます。

◦5月の休館日
 1日 （月）、
  3〜5日 （水〜金）
 8日 （月）、15日（月）、
 22日 （月）
 29日 （月）〜6月8日（木）

イベントのお知らせ ※原則申し込み不要　

今月のおすすめ本

◦おはなし会
　おはなし、手遊び、絵本などをお
楽しみください。
日時　5月6日（土）午前11時～
対象　幼児～小学生低学年
場所　図書館・幼児コーナー

◦0,1,2	歳児のおはなし会
　絵本、わらべうたなどをお楽し
みください。
日時　5月18日（木）午前11時～
対象　0,1,2 歳児とその保護者
場所　図書館・幼児コーナー

　◦おはなし探検隊
　おはなし、絵本、そして工作も用
意しています。
日時　5月20日（土）午後2時～
対象　小学生
場所　図書館・視聴覚室
　　　※事前にお申し込みください

※ 蔵書点検のためお休み

　5月29日（月）～ 6月8日（木）までの期間は蔵書
点検のため休館いたします。
　長期休館となりご迷惑をおかけいたしますが、
ご理解とご協力をお願いいたします。

蔵書点検の
お知らせ

町
消
防
団
入
退
団
者

退

団

者

前
副
団
長 

　

依
田　

秀
秋
（
24
年
・
西
条
二
区
）

元
第
４
部
部
長 

　

荊
澤　

一
幸
（
13
年
・
西
条
新
田
）

元
第
６
部
部
長 

　

村
松　

孝
紀
（
13
年
・
河
東
中
島
）

前
第
８
部
部
長 

　

石
川　

昌
宏
（
12
年
・
築
地
新
居
）

元
第
3
部
部
長 

　

青
木　
　

滋
（
12
年
・
清
水
新
居
）

元
第
５
部
部
長 

　

山
田　

博
之
（
12
年
・
押

越
）

元
第
６
部
甲
要
員 

　

保
坂　

哲
広
（
12
年
・
河
東
中
島
）

前
第
10
部
部
長

　

谷
口　

善
則
（
11
年
・
河

西
）

元
第
５
部
部
長

　

深
澤　

知
路
（
11
年
・
押

越
）

元
第
７
部
部
長

　

野
澤　

宏
仁
（
10
年
・
紙
漉
阿
原
）

前
第
９
部
部
長

　

相
原　

伸
年
（
8
年
・
飯

喰
）

前
第
11
部
部
長

　

伊
藤　

将
弘
（
8
年
・
上
河
東
）

団
歴
順

（　
）
内
は
団
歴
及
び
地
区

第
３
部　

井
上　

雄
貴
（
清
水
新
居
）

第
２
部　

依
田　

洋
輔
（
西
条
二
区
）

第
４
部　

宮
崎　

智
靖
（
西
条
新
田
）

第
５
部　

堀
内　

郁
弥
（
押

越
）

第
５
部　

手
塚　

武
士
（
押

越
）

第
６
部　

立
川
日
出
樹
（
河
東
中
島
）

第
６
部　

塩
島　

真
吾
（
河
東
中
島
）

第
７
部　

椎
名　

寛
武
（
紙
漉
阿
原
）

第
8
部　

福
嶋　

克
仁
（
築
地
新
居
）

第
9
部　

小
野　

将
太
（
飯

喰
）

第
10
部　

川
口　

雄
也
（
河

西
）

第
11
部　

金
丸　

雄
一
（
上
河
東
）

新

入

団

者

　

４
月
３
日
（
月
）、
平
成
29
年
度
昭
和
町
消
防
団
入
退
団
式
が
、

総
合
会
館
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
年
に
わ
た
り
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
退
団
者
の
方
々
に
記

念
品
が
贈
ら
れ
る
と
と
も
に
、
新
た
に
消
防
団
の
担
い
手
と
な
っ
た

新
入
団
員
が
、
今
年
も
力
強
く
宣
誓
を
行
い
ま
し
た
。

　

共
助
の
要
と
し
て
、
昭
和
町
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
活
躍
す
る
消
防

団
員
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
消
防
団
で
は
一
緒
に
活

動
す
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
団
、
消
防
団
に
関
す
る
相
談
・

問
い
合
わ
せ
は
企
画
財
政
課
ま
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課　
行
政
係
（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
４
）

笹本孝明 氏（左）、昭和町消防団長 今村力 氏（右）

　
退
団
者
を
代
表
し
て
前
副
団
長

の
依
田
秀
秋
さ
ん
が
挨
拶
し
、
消

防
団
活
動
へ
の
熱
い
思
い
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た

　

永
年
に
わ
た
り
消
防
業
務
に
率そ

っ
せ
ん
す
い
は
ん

先
垂
範

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
昭
和
町
消
防

団
団
長
の
今
村
力
氏
（
河
西
）
が
「
消
防

庁
長
官
定
例
表
彰
」
の
「
功こ
う
ろ
う
し
ょ
う

労
章
」
と
「
山

梨
県
知
事
定
例
表
彰
」
の
「
勲く
ん
こ
う
し
ょ
う

功
章
」
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
」
に

お
い
て
、
昭
和
町
消
防
団
前
副
団
長
の
依

田
秀
秋
氏
（
西
条
二
区
）
が
「
功こ
う
せ
き
し
ょ
う

績
章
」
を
、

指
導
部
長
の
笹
本
孝
明
氏
（
清
水
新
居
）

が
「
精せ
い
せ
き
し
ょ
う

績
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
町
消
防
団
と
し
て
も
、
永
年
の
功

績
を
認
め
ら
れ
、「
山
梨
県
知
事
定
例
表
彰
」

の
「
竿か
ん
と
う
じ
ゅ

頭
綬
」
を
受
章
し
ま
し
た
。

功こう
ろ
う
し
ょ
う

労
章
・ 

勲くん
こ
う
し
ょ
う

功
章
・ 

功こう
せ
き
し
ょ
う

績
章

精せい
せ
き
し
ょ
う

績
章　

・
竿
か
ん
と
う
じ
ゅ

頭
綬

所
属
順
、（　
）
内
は
地
区
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